
JP 2020-509395 A5 2021.4.8

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和3年4月8日(2021.4.8)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月19日(2021.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子鼻の較正方法であって、
　前記電子鼻は、表面に配置され、対象ガス状媒体と接触可能な複数の光学センサを備え
、
　前記光学センサは、光子によって励起されたときに前記対象ガス状媒体の局所的な光学
的指標を表す信号を配信可能であり、
　前記方法は、初期圧力Ｐ０および初期温度Ｔ０で対象ガス状媒体に前記電子鼻を配置し
た後、
　ａ）前記光学センサの方向に光子を放射して前記光学センサを励起するステップと、
　ｂ）光学センサと同数の応答が得られ、各々の前記光学センサによって配信された前記
信号を測定するステップと、
　ｃ）前記対象ガス状媒体の圧力および／または温度を変更するステップと、
　ｄ）ステップｂ）を繰り返すステップと、
　ｅ）各センサについて、補正係数によって補正され、ステップｄ）とステップｂ）との
間に存在する信号の変動が、基準としてのこれらの同じステップ間の信号の変動と同じま
たは実質的に等しいように前記補正係数を決定するステップと、
　を含み、前記基準は、基準センサ、または基準センサの組み合わせによって提供される
、
　ことを特徴とする電子鼻の較正方法。
【請求項２】
　ステップａ）の前に、前記対象ガス状媒体の前記初期圧力Ｐ０および／または前記初期
温度Ｔ０が決定される、
　請求項１に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項３】
　ステップｂ）またはステップｄ）で実行される前記測定が、０．１秒から６０分の間の
期間にわたって実行され、次いで平均化される、
　請求項１または２に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項４】
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　ステップｅ）を実施する前に、Ｎを１以上の自然数としてステップｃ）およびステップ
ｄ）がＮ回繰り返され、前記対象ガス状媒体の圧力および／または温度は、既に測定が行
われている前記対象ガス状媒体の圧力および／または温度とは異なる、
　請求項１～３のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項５】
　ステップｃ）において、前記対象ガス状媒体の前記圧力および／または温度が別の既知
の値に修正される、
　請求項１～４のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項６】
　ステップｃ）において、
　・前記対象ガス状媒体の前記圧力は、＋１０ｍｂａｒ以上＋２ｂａｒ以下、または－９
００ｍｂａｒ以上－１０ｍｂａｒ以下の値に修正され、
　および／または、
　・前記対象ガス状媒体の前記温度は、＋１℃以上＋１００℃以下、または－５０℃以上
－１℃以下の値に修正される、
　請求項１～５のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項７】
　ステップｅ）の直前に、前記ガス状媒体の前記圧力および／または温度を初期圧力Ｐ０

および／または初期温度Ｔ０に変更することからなる追加のステップが実施される、
　請求項５または６に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項８】
　前記光学センサは、プラズモン効果センサ、または、屈折率測定法により動作可能なセ
ンサから選択される、
　請求項１～７のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項９】
　電子鼻の較正方法であって、
　前記電子鼻は、表面に配置されるとともに対象ガス状媒体と接触可能な複数の光学セン
サを備え、
　前記光学センサは、光子によって励起されたときに前記対象ガス状媒体の局所的な光学
的指標を表す信号を配信可能であり、
　前記較正方法は、初期圧力Ｐ０および初期温度Ｔ０で対象ガス状媒体に前記電子鼻を配
置した後に、
　Ａ）前記対象ガス状媒体の前記初期圧力Ｐ０および前記初期温度Ｔ０を決定するステッ
プと、
　Ｂ）前記光学センサの方向に光子を放出して前記光学センサを励起するステップと、
　Ｃ）各々の前記光学センサによって配信される前記信号を測定し、前記光学センサと同
数の応答を提供するステップと、
　Ｄ）前記対象ガス状媒体の前記圧力および／または温度を別のまたは他の既知の値に修
正するステップと、
　Ｅ）ステップＣ）を繰り返すステップと、
　Ｆ）各々の前記光学センサについて、ステップＣ）およびステップＥ）で行われた測定
を用いて、前記対象ガス状媒体の光学的指標の変化を計算するステップと、
　を含むことを特徴とする電子鼻の較正方法。
【請求項１０】
　ステップＡ）の前に、前記ガス状媒体の前記圧力および／または温度が所定の値に調整
される、
　請求項９に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１１】
　ステップＣ）またはステップＥ）で実行される測定が、０．１秒から６０分の間の期間
にわたって実行され、次いで平均化される、
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　請求項９または１０に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１２】
　ステップＦ）を実行する前に、Ｎを１以上の自然整数として、ステップＤ）およびステ
ップＥ）がＮ回繰り返され、前記対象ガス状媒体の前記圧力、または必要に応じて、前記
温度は、既に測定が行われている前記対象ガス状媒体の圧力、または必要に応じて、温度
とは異なる、
　請求項９～１１のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１３】
　ステップＤ）において、
　・前記対象ガス状媒体の前記圧力は、＋１０ｍｂａｒ以上＋２ｂａｒ以下、または－９
００ｍｂａｒ以上－１０ｍｂａｒ以下の値に修正され、
　および／または
　・前記対象ガス状媒体の前記温度は、＋１℃以上＋１００℃以下、または－５０℃以上
－１℃以下の値に修正される、
　請求項９～１２のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１４】
　ステップＦ）の直前に、前記対象ガス状媒体の前記圧力および／または温度を初前記期
圧力Ｐ０／または初期温度Ｔ０で修正することからなる追加のステップが実施される、
請求項９～１３のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１５】
　前記光学センサは、プラズモン効果センサ、または、屈折率測定法により動作可能なセ
ンサから選択される、
　請求項９～１４のいずれか一項に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１６】
　前記測定が、反射率の測定または透過率の測定である、
請求項３又は請求項１１に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１７】
　前記測定が、１秒から１０分の間の期間にわたって実行される、
請求項３、１１又は請求項１６に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１８】
　前記対象ガス状媒体の前記圧力は、＋５０ｍｂａｒ以上＋１５０ｍｂａｒ以下の値に修
正される、
請求項６又は請求項１３に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項１９】
　前記対象ガス状媒体の前記圧力は、－１５０ｍｂａｒ以上－５０ｍｂａｒ以下の値に修
正される、
請求項６又は請求項１３に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項２０】
　前記対象ガス状媒体の前記温度は、＋５℃以上＋１５℃以下の値に修正される、
請求項６，１３，１８，又は１９に記載の電子鼻の較正方法。
【請求項２１】
　前記対象ガス状媒体の前記温度は、－１５℃以上－５℃以下の値に修正される、
請求項６，１３，１８，又は１９に記載の電子鼻の較正方法。
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